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カンダまちおこしが法人寄附マッチングサービス【ＣｏＬｏＲｓ】により支援

した矢野電産株式会社の瑞浪市への寄附特集が「らせる」に掲載されました 

  

 十六フィナンシャルグループのカンダまちおこし（以下、当社といいます。）は、法人寄

附マッチングサービス「ＣｏＬｏＲｓ（カラーズ）」を通じて寄附を行った企業の広報支援

に取り組んでいます。当社が提供する「ＣｏＬｏＲｓ」では、各地域で発行される「地域み

っちゃく生活情報誌®」に寄附実績などを掲載することができ、企業のＰＲや採用強化にご

活用いただけます。 

 このたび、瑞浪市・土岐市エリアで発行される情報誌「らせる」に、矢野電産株式会社の

瑞浪市への寄附に関する特集記事が掲載されましたので下記のとおりお知らせします。（記

事詳細については別紙をご参照ください。） 

 

記 

 

１． 掲載誌について 

月刊らせる ５月号（ｖｏｌ．２１０、４月２４日（金）発行） 

 

２． 矢野電産株式会社の想い 

今年で創業８０周年の節目を迎える矢野電産株式会社は、長年にわたり電気設備資材

の卸売を通じて地域のインフラを支えてきました。同社は２０２６年３月の瑞浪営業所

開設を機に、企業版ふるさと納税を活用した瑞浪市への寄附を実施されました。 

代表取締役社長である矢野哲也氏の「地域の子育てに役立ちたい」「若い世代に瑞浪市

へ長く定住してほしい」という強い想いから実現したものであり、寄附金は学校給食セン

ターの設備更新など「未来を育むまちづくり」に充てられています。 

また、時間単位の有給休暇取得や時差出勤の導入など、子育て世代が働きやすい環境

整備にも注力されており、「地域に根ざした企業として発展していきたい」という同社

の姿勢が、今回の寄附の想いと深く重なっています。 

 

３．掲載の背景 

ＢｔｏＢ（企業間取引）を主とする同社は、「好立地に営業所を構えても、地域の

方々に事業内容が伝わりにくいのではないか」という課題を抱えられておられました。

そこで、新営業所開設に伴う地域へのご挨拶と自社紹介を兼ねて、今回の特集掲載をご

活用いただきました。各家庭に直接届く「地域みっちゃく生活情報誌®（※）」の特性を



 

活かし、同社の事業内容と地域への想いを広く発信しています。 

 

当社は、企業版ふるさと納税を単なる「寄附」にとどめず、寄附企業の地域における認知

度向上や企業ＰＲ、採用広報、そして地域との関係構築につながる「戦略的な取組み」とし

てサポートしています。その一環として、今後も地域みっちゃく生活情報誌®を活用し、寄

附企業の想いや事業内容を地域のみなさまへ広く届けていきます。 

 今後も法人寄附マッチングサービス「ＣｏＬｏＲｓ」を通じ、企業と地域の豊かな関係性

を育むとともに、寄附企業のＰＲ効果を最大化し、持続可能な地域づくりに貢献してまいり

ます。 

※ 地域みっちゃく生活情報誌とは 

  株式会社中広が全国各地で発行する、地域ごとの生活情報を届けるフリーマガジンです。各エリアの

家庭へ一軒一軒配布され、地元のお店・企業・行政情報・暮らしに役立つ話題などを掲載しています。

（https://chuco.co.jp/information-magazine/） 

 

■矢野電産株式会社×瑞浪市 贈呈式の様子はこちら 

■法人寄附マッチングサービス【ＣｏＬｏＲｓ】についてはこちら 

 

以 上 

https://chuco.co.jp/information-magazine/
https://www.kanmachi.co.jp/news/release/colors-release/p8303/
https://www.kanmachi.co.jp/colors


今年で創業80年を迎える矢野電産株式会社は電気設備資材の卸売を通じて、

工場や医療施設などさまざまな電気設備に携わり地域のインフラを支えてきました。

３月には瑞浪営業所を開設。「地域の子育てに役立ちたい」と、

企業版ふるさと納税制度を利用し、瑞浪市に寄附を行いました。

文／新井のぞみ　写真／フォトワークスタナカ　デザイン／chica ※電柱や変圧器等に使用されている器具。磁気製やガラス製などさまざまな種類があり、電気を絶縁するために使われる

矢
野
電
産
株
式
会
社
で
は
、
商
圏
を
各
営

業
所
か
ら
車
で
１
時
間
以
内
に
限
定
。
部

品
の
不
良
・
不
足
を
は
じ
め
、
多
々
発
生

す
る
現
場
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
営
業
職
は
電
気

設
備
工
事
に
必
要
な
国
家
資
格
「
第
二
種

電
気
工
事
士
」
を
保
有
。
専
門
知
識
を
生

か
し
た
予
算
や
装
置
の
適
格
な
提
案
が
、

顧
客
か
ら
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
人
材
雇
用
に
も
注
力
。

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
電
気
設
備

施
工
・
改
修
に
携
わ
る
こ
と
が
、
働
き
手

の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　
矢
野
社
長
は
代
表
取
締
役
社
長
就
任
以

降
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
着

手
。
従
業
員
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
時

間
単
位
で
の
有
給
休
暇
所
得
や
、
家
庭
の

事
情
に
よ
る
勤
務
地
の
変
更
、
時
差
出
勤

な
ど
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
年

３
月
に
は
、
従
業
員
が
通
い
や
す
い
エ
リ

ア
で
あ
る
瑞
浪
市
に
営
業
所
を
開
設
。

ら
」
と
矢
野
社
長
。
寄
附
金
は
、
市
が
提

示
し
て
い
る
６
つ
の
使
い
道
の
う
ち
「
人

・
未
来
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
に
充
て
ら

れ
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー

や
食
器
の
消
毒
機
器
の
更
新
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
昨
今
の
物
流
問
題
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
時
間
が
制
限
さ
れ
、
人
材
不
足

や
遅
延
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
矢
野
電
産
株
式
会
社
で
は
、
倉
庫
内

に
可
能
な
限
り
在
庫
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
商
品
の
到
着
遅
れ
に
よ
る
工
期
延
長

を
防
ぐ
な
ど
し
て
顧
客
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
明
か
し
ま
す
。

　
「
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

な
ど
で
は
弊
社
が
現
場
に
商
品
を
届
け
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
間
接
的
で
は
あ
り
ま
す

が
今
後
は
地
域
の
方
と
の
繋
が
り
を
持
た

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
お
役
に
立
て
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今年3月に行われた「企業版ふるさと納税寄附目録贈呈式」

2023年入社
加藤さん

時間単位で有給休暇が取
れるなど、休みを取りや
すい職場環境です。２つ
の事業所が統合してでき
た瑞浪営業所は人員が増
えて、急に休まなくては
ならないときも代わりの
メンバーがいてくれるの
で心強いです。瑞浪市は
人口が減っているので、
弊社の取り組みが子育て
に活用されるのはとても
いいことだと思います。

メーカーへの商品問い合わせや、倉庫での在庫確
認、現場への発送などに対応する従業員

「
２
つ
の
事
業
所
（
中
津
川
・
土
岐
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れ
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も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
で
、
子
育
て
支
援

を
使
っ
て
い
た
だ
け
た
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り
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な
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が
不
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で
す
。

矢野電産株式会社 代表取締役社長

矢野哲也さん
瀬戸市出身。総合電機・住宅設備メーカーに勤めたのち、2003年に矢野電産
株式会社入社。2011年代表取締役社長就任。「経営者の方が施工を担当する
取引先さまが多いのが弊社の特徴。経営者の方々と弊社従業員がともに現場
をつくりあげていくケースが多く、『ありがとう』と声を直接いただけるの
がやりがい」。

企業版ふるさと納税を通じて、
瑞浪市の子育てを支援

2005年入社
森本さん

この仕事はさまざまな業
者さんが力を合わせ成り
立っています。お客さまが
求める商品をメーカーか
ら取り寄せて届けるのが
私たちの使命。適切なご
提案ができるよう、「知識
の引き出し」を増やすよう
心がけています。我が子2
人は瑞浪市で生まれ育ち
ました。企業版ふるさと
納税で地域に役立てるの
はうれしいです。

創業は１９４６年。主な事業は電気設備資材の卸売
業。現在は本社がある瀬戸市と、多治見市と瑞浪市
に営業所を構えている。働きやすい職場環境整備に
注力し、昨年7月に愛知県から「女性の活躍促進宣
言受理証明書」を受理

瑞浪営業所／瑞浪市上平町4-85
TEL／0572-56-5555

矢野電産株式会社

地
元
の
電
気
設
備
施
工
・
改
修
に
携
わ
る
こ
と
が
働
き
手
の
や
り
が
い
に

巻頭 特集

今年3月、瑞浪営業所
開設！

はじめまして！ 

地域の皆さまと繋がりを

大切にしてまいります!


